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ふだんの生活の中で感じられる自然や社会のしくみをテーマに、その現象や背景に目を向けて、考えていきます。 
そのとき、自分自身の内側に生まれる、さまざまな「なぜ？」。このさまざまな「なぜ？」がもとになって、「もしかして、・・・・・・かもしれな
い」が生まれます。これこそが、「未知と出会ったときに、どのように働きかけていくか」という“科学者的マインド（考え方）”です。観察
する、仮説を立てる、調査する、検証する…こういった科学者的マインドを携えた子ども達は、この先の系統学習で、新しい知識と出会
っても、それを鵜呑みにしません。また、受け身とならず、「これって、前のあれと関係あるかも？」と自分でつながりを見つけたり、自分
で問いをつくったり、他者とわかり合えるつながりをつくったりというように、能動的に働きかけていくことができるようになります。 

 

 
回数 テーマ タイトル 回数 テーマ タイトル 

第２１回 

情報はどのように伝わるのだろう？ 

情報を受け取るとき 第３１回 

家のつくりを考えよう 

家のつくりのくふうを考えよう 

第２２回 情報を相手に伝えるとき 第３２回 
家のつくりとくらしのつながりに 

目を向けてみよう 

第２３回 
仮説をもとに考えてみよう 

もしも森林がなくなったら 第３３回 かたさと強さにはどんな関係が 

あるのだろう 

「かたい」ってどういうことだろう？ 

第２４回 もしも道路をつくるとしたら 第３４回 かたさと強さの関係をさぐってみよう 

第２５回 

同じところに目を向けて予想してみよう 

形と働きに目を向けてみよう 第３５回 

科学者の目で、身の回りをみてみよう 

「疑問を持つ」とはどういうことだろう 

第２６回 
生き物は環境に合わせてどのような 

変化をしているのか？ 
第３６回 根拠を持って予想しよう 

第２７回 
今とむかしのくらしをくらべてみたら… 

台所から考えよう 第３７回 
科学者って何だろう 

調査をするってどんなこと 

第２８回 「もの」が生活をかえる 第３８回 検証をするってどんなこと 

第２９回 
いろいろな形があるのはなぜだろう 

生き物の体の形を見てみよう    

第３０回 道具の形を見てみよう    

 
 

【授業日】   毎週土曜日 全18日 16:40～17:50 (70分×1コマ) 

回数 第21回 第22回 第23回 第24回 第25回 第26回 第27回 第28回 第29回 第30回 

授業日 9/5 9/12 9/19 9/26 10/3 10/10 10/17 10/24 10/31 11/7 

回数 第31回 第32回 第33回 第34回 第35回 第36回 第37回 第38回 

授業日 11/14 11/21 11/28 12/5 12/12 12/19 1/16 1/23 
 

【会費(税込)】  5,720円／１ヵ月あたり (弟妹割引価格 2,860円／月)  このほかに教材費等※ 

  9,262円 

※国語・算数の授業を合わせてお申込みの方は、教材費等のうち６,６００円が免除となります。 
・小学校の授業時間･長期休暇･災害･社会情勢により、やむをえず授業日時･授業形態を変更することがあります。 

 

 

●下記の申込書に必要事項をご記入のうえ、8月4日（火）までに申込書のみ教室窓口にご提出ください。 

●お申し込みは申込順に受け付けます。定員になり次第締め切りとさせていただきます。 

 

 

 

2026年9月～2027年1月 3年生 ［科学者講座］申込書 
日能研番号 

 Ａ Ｉ Ａ ３     
お電話番号 

【申込内容】 
 

3年生 科学者講座 
 

会費5,720円 

生徒氏名 

   
受受受講講講のののごごご案案案内内内    

講座のねらい・内容 

実施要項 

プログラム 

申込要項 

Ｎ日能研池袋校  電03(5953)5556  

キリトリセン 



～～テテキキスストト内内容容紹紹介介～～  第２５回 形と働きに目を向けてみよう 
この回では、スプーンやフォーク、はしといった食べるときに使う道具と食べ物の形や食べ方の関係からス

タートします。動物の口のつくりと食べ物や食べ方との関係を「同じところと違うところ」や「構造と機能

の関係」をとらえ、考えていきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「勉強＝知識を詰め込む」ではありません！「知らないから、習ってないから、できない」では、最近の

入試では通用しません。『科学者講座』では、たくさんの素材に触れますが、素材の内容を知識として覚え

込むことはせず、「知識のとらえ方」や、「考え方」を学んでいきます。科学者講座を受講すると、自ら考え、

書く力が育ち、４年生以降の系統学習への土台づくりができます。 

豊富な写真や図版は、

子どもたちの想像力を

かきたてます！ 

『考える』ための素材（知識やデータと

いった資料）は、テキストの中に与えら

れています。このため子どもたちは、観

察したり、推論したりといった『考える』

ことに専念できます！ 

「コラム」は、子ど

もたちの知的好奇

心をくすぐり、“学

びの世界”はさらに

広がります！ 

動物の歯のつくりは、［６年本科教室］の中

で「肉食動物」と「草食動物」との比較で

学習します。科学者講座で身につけた視点

は、未知のものへの対応力を生み出します。 

入試問題とのつながり 

2021年 学習院中等科１次 理科（一部略） 
図はいろいろな鳥のくちばしです。くちばしの形から考えて、どのようにつかまえたり食べ

たりしているか最もよく説明しているものを選びなさい。 

 

 

 

 

ア 虫などをついばむ。 

イ どろの中の動物をついばむ。 

ウ 小動物や魚の体を引きさく。 

エ 木の幹をつついて虫をつかまえる。 

オ 水の中にもぐって食べ物をくわえる。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

自分の思ったこと、考えたことを表現します。 

「科学者講座」を受講した生徒は、とにかく「書く力」

がちがいます！ 


